
評価 評価

S～C S～C

A A

指定管理者：（株）大阪国際会議場

・大阪・関西万博開催に関連する各国間のシンポ
ジウムは直前に決定するものもある。来年度も引
き続き、成約件数・開催件数の増加に向けて取り
組みを進めていかれたい。

所管課：府民文化部 都市魅力創造局 企画・観光課

※黄色網掛部分：R6年度目標

施設名称：大阪府立国際会議場

評価項目
評価基準（内容）

＜取組内容とその効果等＞

指定期間：平成31年4月1日～令和11年3月31日

評価委員会の指摘・提言

Ⅰ
　
提
案
の
履

行
状
況
に
関
す
る
項
目

〇　国際会議等の誘致・開催を通じて、大阪の地域活性化に貢献するという施設の目的に沿った運営がなされているか

過年度評価：R3年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

A

・2024年度は、当社が大阪府の指定により2019年度から10
年間の大阪府立国際会議場の指定管理者として運営をはじ
めてから、後半期最初の年度にあたる。
・今期は、「すべてのお客様にご満足いただける空間を提
供したい」という思いで、昨年度リニューアルした施設に
お客様をお迎えし、今年度を初年度とする新中期経営計画
に基づき、営業活動を展開している。
・これまでの営業成績は、売上、営業利益とも当初計画を
上回る伸びを見せている。これは、市場環境の変化ととも
にWEBマーケティングの展開や昨年度のリニューアル工事期
間中の営業活動の成果によるものと考えており、今後もこ
の好調を維持し、計画以上の成果達成を目指していく。
  		

A

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

・2025年大阪・関西万博を起爆剤にアジア有数の都市型
MICE施設を目指すべく、以下の3つの施策を展開した。

(1) 万博を契機にした国際会議の誘致・開催
「2025大阪・関西万博に向けた未来社会デザインシンポジ
ウム2024」を公益社団法人2025年日本国際博覧会大阪パビ
リオン等と共催
「開幕250日前 EXPOミライ学園祭」の開催
「2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会委員総
会」の開催

(2) MICE都市大阪をリード
「北太平洋漁業委員会（NPFC）第8回年次会合」の開催
「Global Child Nutrition Forum（世界こども栄養フォー
ラム）」の開催
「art stage OSAKA」の開催
「Japan Health」のプレセミナーの開催
　一般財団法人大阪国際経済振興センター（インテックス
大阪）との連携、リーガロイヤルホテル（IHG加盟）、パシ
フィコ横浜等とのネットワークの形成など。

(3) 中之島エリアの魅力の最大化によるリピート顧客の創
出
「中之島パビリオンフェスティバル」シンポジウムの開催
など。

　同種施設等とネットワークを形成し、定期
的な情報交換や提携をするなどの取組を実施
している。

　中之島エリアにおいては、今年度「中之島
パビリオンフェスティバル」のシンポジウム
を開催し、万博開催期間中の需要を見据えた
取組を行っていると認められる。

(2)平等な利
用を図るため
の具体的手
法・効果

〇　公の施設であることを踏まえ、公平・平等な利用がなされているか

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

令和6年度指定管理運営業務評価票

■　国際会議の誘致方針

〇　同種施設の動向や今後のコンベンション等の需要を見据えた戦略的な取組が適切に実施されているか

AA

(3) 国際会議
の誘致・開催
等の取組内
容、手法及び
実現可能性

(1)施設の設
置目的及び管
理運営方針

　Web申込手続きを導入して、9割以上のお客
様にご利用いただいているとのこと。
　
　バリアフリー化の推進にも取り組んでお
り、継続して、すべての利用者の利便性を高
める取組みをしていると認められる。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

指定管理期間後半初年度となった2024年度
の営業成績は、売上・営業利益とも当初の計
画を上回っている。昨年度、休館期間中の営
業活動などの成果が出ているものと考えてい
る。

来年度は大阪・関西万博が開幕し、万博に
関連した会議の開催等を通して、引き続き、
公の施設としての役割を果たしていくことを
期待している。

・利用申込から利用承認さらに終了後のアンケ―トの照
会・回答までオンライン化したWEB申込手続きについては、
9割以上のお客様にご利用いただいている。
・バリアフリートイレをよりご利用しやすくするため、お
客様向けの分については全て扉を自動扉にした。
・最近では大阪市内のホテルの宿泊費や会場費が上昇して
おり、催事主催者から宿泊場所・外部の会議室の紹介を依
頼される事例が増えていることから、ホテルNCB（宿泊）及
びNCB会館（懇親会・講演会場）への送客について契約を締
結した。

Ⅰ
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A A

A A

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R10 　

2019 20 21 22 23 24 28 　

60 62 62 65 70 60 70

55 55 53 50 50 55 55

60 － － － 33 60 -

55 20 27 37 43 28 -

57 0 0 24 47 41 -

8 0 0 5 5 10 -

55 39 45 38 105 22 -

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R10

2019 20 21 22 23 24 28

86.2 86.4 86.7 86.9 87.3 83.1 87.5

41.2 41.3 41.4 41.5 41.7 40.9 41.8

86.2 18.8 36.9 53.2 68.2 83.1 -

41.2 11.7 20.8 32.9 37.2 40.9 -

76.2 33.7 81.0(※) 67.8 68.4 77.0 -

47.4 19.1 71.3(※) 37.0 40.0 41.8 -

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R10

2019 20 21 22 23 24 28

年度目標 18.2 28.9 50.2 64.4 78.4 -

実　　績 71.9 26.5 100.3 59.5 62.0 70.0 -

〇　国際会議の誘致の開催目標件数（JNTO基準）は達成されたか【※】
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案
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す
る
項
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主要三施設料金

稼働率

2019

主要三施設日数

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：S　所管課：S】

稼働率

実　　績

全館利用単位

全館利用単位

（分子：主要三施設の施設利用料、分母：主要三施設の全施設を9時～21時で利用した場合の施設利用料）

主要三施設日数

年度目標

実　績

年度目標

〇　大阪の都市魅力を活かした取組が適切に実施されているか

(3) 国際会議
の誘致・開催
等の取組内
容、手法及び
実現可能性

主要三施設日数

全館利用単位

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

■国際会議誘致の取組内容

・2024年度第３四半期　稼働率
　主要三施設日数　77.0％（前年同期　68.4％）
　全館利用単位　　41.8％（　　〃　　40.0％）
　主要三施設料金　70.0％（　　〃　　62.0％）

(成約: 
当該年度以降、R10年度までに開催されることとなる国際会議の成約件数であり、当該年度の開催件数とは一致しない)

指定管理提案時目標
（R6年度以降は
中期経営計画

（改定後）目標）

指定管理提案時目標
（R6年度以降は
中期経営計画

（改定後）目標）

・主要三施設（10階会議室、イベントホール、メインホール）

・主要三施設料金稼働率（10階会議室、イベントホール、メインホール）

成約

開催

成約

開催

（参考）ICCA基
準

成約

・2024年度　稼働率  見込み（2月末時点）
　主要三施設日数　77.0％
　全館利用単位　　42.9％
　主要三施設料金　66.6％

・2024年度 国際会議開催・成約件数 見込み（2月末時点）
　開催　54件
　成約　40件

年度

・中之島の地元企業等が、万博の機会に大阪を訪れる皆様
をターゲットに、万博期間中に中之島エリアでイベントや
美術展等を展開する「中之島パビリオンフェスティバル」
開催に向けて、第1回シンポジウム（7月に当会議場で開
催）、基本計画の公表に続き、11月に大阪中之島美術館に
おいて、第2回のシンポジウムが開催された。

　また、4月には「2025大阪・関西万博に向けた未来社会デ
ザインシンポジウム2024」を公益社団法人2025年日本国際
博覧会大阪パビリオン等と共催し、「大阪ヘルスケアパビ
リオン」をPRした（再掲）。			

開催

（主要三施設日数稼働率の分子：使用した日数、分母：主要三施設すべてを使用した場合の日数）
（全館利用単位稼働率の分子：午前使用数＋午後使用数＋夜間使用数、分母：全施設利用した場合の使用数）
※R3は大規模接種センター設置期間を含めた数値。
（接種センター設置期間を除いた稼働率　主要三施設：53.0% 全館：32.8%）
※R5は休館期間4カ月を含めない数値。

2019

※主要三施設料金稼働率について
2024年4月から新料金に改定したが、2023年3月までの申込
み分は旧料金が適用されている。稼働率の分母は新料金で
計算しているが、分子には旧料金が含まれている。

・年度目標設定の考え方（精度）について、指定
管理者・所管課で協議をお願いしたい。

・第3回評価委員会においては、年度末見込みの数
字を記載し、可視化されたい。

第3四半期時点において、国際会議開催・
成約件数は目標件数に近づきつつある。残り
わずかであるが、成約件数増に向けて取り組
みを進めていただきたい。

施設稼働率については、前年同期を上回っ
ており、コロナ前の水準に戻りつつある。

・2024年度第３四半期　国際会議開催・成約件数
  開催　41 件（内、ICCA基準該当　10件)
  成約　22 件（　　　  〃　　　　6件）

　今年度は、中之島エリアの魅力を高める取
組みとして「中之島パビリオン・フェスティ
バル」開催に向けたシンポジウムを開催。来
年度の開催を通して、大阪の都市魅力向上に
寄与することを期待する。
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A A

A A

　今年度は関係機関との連携を強化し、海外
のイベントに共同出展するなどの取組みを進
められた。

　万博開催前年度においては、出展国の関係
者等の視察も増加しているとのこと。海外の
MICE関係者とのネットワーク形成に努めてお
り、今後の国際会議誘致に活かしていただき
たい。

・他の組織との連携や意見交換を通して、新たな
取組みを積極的に進められている。

〇　大阪の都市格向上に繋がる国際会議を誘致する戦略的な取組が適切に実施されているか

 ・戦略的情報ネットワークの形成状況

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：S　所管課：S】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

   ・中之島の活性化への貢献

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：B】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

・中之島の地元企業等が、万博の機会に大阪を訪れる皆様
をターゲットに、万博期間中に中之島エリアでイベントや
美術展等を展開する「中之島パビリオンフェスティバル」
開催に向けて、第1回シンポジウム（7月、当会議場開
催）、基本計画の公表に続き、11月に第2回のシンポジウム
が大阪中之島美術館において開催された。（再掲）

なお、大阪観光局や当社等中之島所在のMICE施設で構成
する「中之島エリアMICE」に、10月から「未来医療国際拠
点 Nakanoshima Qross」にある「コングレスクエア大阪
中之島」が加わった。

＜参考　エリアMICE＞
大阪府内の9つのエリアで、事業者連携・協力により、エリ
アの魅力発信、誘致力の向上等を目指す取組み

〇　施設及び周辺エリアの特性を活かした取組みが適切に実施されたか

   ・「中之島ＭＩＣＥアライアンス」の取組み

   ・「中之島エリアＭＩＣＥ」の形成

関係各所と協議し、引き続き取り組みを進
めていかれたい。

・万博を契機に国際会議の誘致を促進するため、4月には
「2025大阪・関西万博に向けた未来社会デザインシンポジ
ウム2024」を公益社団法人2025年日本国際博覧会大阪パビ
リオン等と共催し、「大阪ヘルスケアパビリオン」をPRし
た。（再掲）

・大阪府・市と連携し、政府系国際会議である「北太平洋
漁業委員会（NPFC）第８回年次会合」を誘致、4月に開催さ
れ、日本をはじめ9ヶ国・地域が参加した。12月には学校給
食等子供の栄養に関する国際会議である「Global Child 
Nutrition Forum（世界こども栄養フォーラム）」が開催さ
れた。

・このほか、リーガロイヤルホテル（IHG加盟）、パシフィ
コ横浜、インテックス大阪、ユニバーサル・スタジオ・
ジャパンなどと国際会議誘致のためのネットワークを形成
している。
 インテックス大阪を運営する一般財団法人大阪国際経済振
興センターとは10月に包括連携協定を締結した。また同
月、インテックス大阪において、大阪観光局と大阪経済振
興センター及び当社でJAPAN MICE EXPOを共催した。
　また、パシフィコ横浜と共同して、11月に韓国仁川広域
市で開催されたKOREA MICE EXPOに出展した。

・万博の開催が迫る中、出展国の関係者等の視察が増加し
ており、これまで米国、インド、オーストラリア、タイ、
チリ及びペルーのVIPを受け入れたほか、IAPCO(国際PCO協
会)のFAMトリップ（カナダ、英国等4か国）を受け入れた。
さらに、在関西領事館に個別に訪問活動を行うなど、海外
との人的ネットワークの形成に努めた。
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A 　
各開催支援制度やネットワークを活用し

て、会議誘致に繋げることができたと認めら
れる。

A

A
関係施設との協議やイベントの共催を通し

て、連携が進められている。

A

A A

〇　ＭＩＣＥ関係団体や主催者との連携が適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：B】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

〇　大阪のＭＩＣＥ拠点として、政府系国際会議や国際機関や国際団体の会議を誘致する取組みが適切に実施されたか

〇　誘致の実現に効果的な支援等が適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：S】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

過年度評価：R3年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R4年度【指定管理者：S　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：S　所管課：A】

・国際会議では、5月開催の「北太平洋漁業委員会（NPFC）
第８回年次会合」に続いて、12月に学校給食等子供の栄養
に関する国際会議である「Global Child Nutrition Forum
（世界こども栄養フォーラム）」が開催された。（再掲）

国際会議に該当する学術会議として、医学系では「第45
回動物臨床医学会年次大会」、「カテーテルアブレーショ
ン関連秋季大会2024」、「第78回国立病院総合医学会」、
「世界がん撲滅サミット2024 in OSAKA」、「第63回日本網
膜硝子体学会総会」等が開催された。自然科学系では、
「 IEEE Pacific Rim International Symposium on
Dependable Computing（IEEE環太平洋高信頼性コンピュー
タシンポジウム）」、「第62回燃焼シンポジウム」等が、
社会科学系では「第15回 東アジア倒産再建シンポジウ
ム」、「International Conference of Asian Marketing
Associations (ICAMA)（アジアマーケティング協会国際会
議）」が開催された。

このほか、国際会議として、品質保証に関する「Asia
Network Forum -2024 General Assembly Meeting 」 、
「2024-2025年度 国際ロータリー第2660地区 地区大会」等
が開催された。

・国際会議誘致支援制度により、誘致に努めた。

「 IEEE Pacific Rim International Symposium on
Dependable Computing（IEEE環太平洋高信頼性コンピュー
タシンポジウム）」（2024年11月開催）		
「The 23rd International Symposium on Eco-Materials
Processing and Design（第23回エコマテリアル加工とデザ
イン国際シンポジウム）」（2025年1月開催）等

・大阪のMICE機能強化のためには関係機関との連携強化が
不可欠であり、5月には、リーガロイヤルホテル（IHG加
盟）とMICEの共同誘致等について、6月には、パシフィコ横
浜と国際展示会への共同出展や人材養成のための交流等に
ついて、それぞれ協議した。　
・インテックス大阪を運営する一般財団法人大阪国際経済
振興センターとは10月に包括連携協定を締結した。また同
月、インテックス大阪にてJAPAN MICE EXPOを大阪観光局と
大阪経済振興センター及び当社で共催した。（再掲）

また、パシフィコ横浜と共同して、11月に韓国仁川広域
市で開催されたKOREA MICE EXPOに出展した。（再掲）

さらに、ユニバーサル・スタジオ・ジャパンと連携し、
日本で初めてのテーマパークとMICE施設が連携した共同誘
致に取り組んでいる。

政府系国際会議としては、「北太平洋漁業
委員会（NPFC）第８回年次会合」が開催され
た。今後も各種会議の誘致に努めていただき
たい。
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A A

A 　
委託事業者と協力し、利用者の満足度向上

にも繋がるよう、継続して取り組んでいただ
きたい。

A
・ケータリングやレストランの収支について昨年
度と比較し、大きな伸びを見せている。引き続
き、取り組んでいかれたい。

・外部の専門家を加えた機能強化委員会を開催し
たことによる効果について評価票に反映いただき
たい。

〇　飲食、物販、ケータリングなどのサービス事業の取組みが適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

・快適で魅力あふれるOICC実現のため、利用者満足度向上
に向けて引き続き利用者からのヒアリングやアンケート、
来場者からのご意見やご要望等を踏まえた対応を行うとと
もに、利用者サービス向上等を検討する「s-OICC委員会」
「e-OICC委員会」を開催するなど全社一丸となってお客様
満足度の向上を図った。
　

昨年度、大阪府により実施された大規模修繕工事や同時
並行で当社が行った工事により、メインホールは、音響・
照明設備や吊物舞台機構、カーペット、座席座面等が一新
された。また、10階会議室に新しく可動壁を設け、多様な
会議空間の提供を可能とするとともに、12階「特別会議
場」と「レストラン グラントック」の質感をグレードアッ
プし、また、各階の音響施設や映像関係施設も最新の設備
が導入された。

リニューアルした施設をホームページ、報道資料提供
（専門誌に記事掲載）等でお客様にアピールし、催事誘致
に努めている。

施設・設備の機能強化については、外部の専門家を加え
た機能強化委員会の提言を踏まえ、幅広く検討を進めてい
る。
個別の設備投資としては、会議環境の向上のため、空気調
和機に殺菌灯の設置を進め、浮遊菌の大幅に減少を実現す
るとともに、風量ロスの解消により、電気代節減につな
がった。また、バリアフリートイレをよりご利用しやすく
するため、扉を自動扉にした。（再掲）
　
お客様サービスの向上のため、試行を経て8月から、アバ

ターによる受付を導入し、受付対応時間を2時間延長した。
（午前9時～午後4時 → 午前9時から午後6時）

最近では大阪市内のホテルの宿泊費や会場費が上昇して
おり、催事主催者から宿泊場所・外部の会議室の紹介を依
頼される事例が増えていることから、ホテルNCB及びNCB会
館への送客について契約を締結した。（再掲）

〇　利用者（主催者・来場者）サービスの向上、満足度を高めるための取組みが適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

　利用者満足度を高めるための施設・設備の
機能強化については、昨年度より外部の専門
家を交えた機能強化委員会の提言を踏まえ
て、幅広く検討されている。

　今年度は4月にホームページを刷新し、利
用者・主催者向けで階層を分けるなど、施設
のPRについても積極的に行われた。

　引き続き、サービス向上に関する取組成果
については、積極的に利用者や各営業先へPR
し、継続して魅力向上に努めていただきた
い。

・フードサービスは、催事参加者の増加を受け、大きく伸
長した。昨年度と比較すると、売上は、ケータリングが前
年比の3倍、レストランも約2倍の伸びとなっている。

※2023年度は12月から休館したため、11月までで比較。

(4)サービス
向上を図るた
めの取り組み
内容、手法及
び実現可能性

（単位：千円）

2024年 2023年

4-11月(A) 4-11月(B)

ケータリング 194,362 59,795 3.25

レストラン(12階) 56,688 28,657 1.98

カフェ（2階） 47,836 41,613 1.15

お弁当 125,690 110,768 1.13

売上高 A/B

【フードサービス各事業者売上】
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A
今年度はHP刷新をはじめ、専門家の助言を

得ながらWEBマーケティング強化に取り組ま
れた。
結果、新規件数の割合も増えているとのこ

とで、取組成果が出ていると認められる。

A

A
　引き続き、近隣と協力し、新たな自主事業
等の検討・実施に取り組んでいかれたい。

A

(5)機能向上
のための取組
内容

A
昨年度より設置した、外部の専門家が参画

する機能強化委員会を継続して開催するな
ど、会議場の機能強化につながる取組みがさ
れている。

A

A A

・第3回評価委員会においては、年度末の執行見込
について、記載をお願いしたい。

・外部の専門家を加えた機能強化委員会における
効果を評価票に反映いただきたい。

〇　利用者（主催者・来場者）にとって魅力的な自主事業が適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

〇　施設をＰＲする取組みが適切に実現されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：B】

必要な維持修繕については、継続して取り
組んでいかれたい。

・第3回評価委員会においては、年度末の執行見込
について、記載をお願いしたい。〇  施設、設備、備品等の安全管理・安全対策が適切に実施されたか

〇  施設、設備、備品等の改修、修繕、更新が適切に実施されたか

〇  効率的、計画的に適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

(6)施設・設
備・備品等の
維持管理の内
容、適格性及
び実現可能性

〇　維持管理の役割分担に基づき、適切に実施されたか

別紙「修繕費執行状況」のとおり。

・2024年度　修繕費執行状況　見込み（2月末時点）
　56,744千円

別紙「機能強化費執行状況」のとおり。

・2024年度　機能強化費執行状況　見込み（2月末時点）
　51,527千円

・年度当初から当会議場のホームページを主催者向けの情
報提供に刷新するとともに、専門家の助言を得て、WEBマー
ケティングに取り組んだ。また、7月には、広報戦略を策定
した。

この結果、毎月、平均140件以上のメール、電話による問
い合わせがあり、また、受注件数中の新規件数の割合も
19％と、2割に迫っている。

【広報戦略のポイント】
　ⅰ「B to B」に特化した情報発信

ⅱ大阪観光局を始めとする関係機関のリソースを活用し
た広報活動

ⅲ効果的かつ効率的なデジタル広報（紙媒体からweb媒体
へ、メールマガジン配信の検討）

・SNSでの情報発信に関し、多くのフォロアーを確保した。	
（X…808人 ※休止中、Instagram…355人、Facebookを10
月に開設）

・中之島における地域共生のための活動として、5月に中之
島バンクスとともに「中之島リバーフェスタ」を、8月に京
阪ホールディングス社とともに「京阪沿線魅力再発見2024
ぶらり街道めぐり」を開催した。
また、京阪ホールディングスなどが中心となって中之島界
隈の施設で若手クリエーターや児童の作品を展示する「キ
テミテ中之島2024」（5月～6月）にエントランス等を会場
として提供した。
８月には当社も実行委員会のメンバーである「中之島なつ
まつり2024」が当会議場プラザで開催され、約7,000人の皆
様にお越しいただいた。
10月には、大阪の魅力ある建築を一斉に公開する「イケ
フェス大阪（生きた建築ミュージアムフェスティバル大
阪）」に協力した。

〇　機能向上のための取組みが適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：S　所管課：S】
　　　　　　R4年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

(4)サービス
向上を図るた
めの取り組み
内容、手法及
び実現可能性
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A A

A A

A A

A A
　SDGs推進については新たな指針の検討を開
始し、万博開催年度に合わせて指針をまとめ
られるとのこと。策定に向けて、継続して取
り組んでいかれたい。

　・障がい者実雇用率

(7)府施策と
の整合

・就職困難者の雇用については、2021年5月から母子家庭等
就業・自立支援センターの紹介を経て１名採用している。

知的障がい者の雇用については、清掃業務の再委託先と
契約を締結し、勤務時間、人数等に合った訓練場所、機会
の提供に努めた。また、植栽の水やりや手入れの委託先に
ついても同様の内容で契約している。			

・5月に中之島バンクスとともに「中之島リバーフェスタ」
を共催した。

また、京阪ホールディングスなどが中心となって中之島
界隈の施設で若手クリエーターや児童の作品を展示する
「キテミテ中之島2024」（5月～6月）にエントランス等
を、中之島社会福祉協議会が主催する夏休みラジオ体操に
プラザを会場として提供した。

8月には京阪ホールディングス社とともに「京阪沿線魅力
再発見2024 ぶらり街道めぐり」を開催した。その他、当社
も実行委員会のメンバーである「中之島なつまつり2024」
が当会議場プラザで開催され、約7,000人の皆様にお越しい
ただいた。

10月には、大阪の魅力ある建築を一斉に公開する「イケ
フェス大阪（生きた建築ミュージアムフェスティバル大
阪）」に協力した。（以上、再掲）
　12月にはプラザで「中之島餅つき大会」が開催された。

○　府民・ＮＰＯとの協働

　・地域団体等との協働事業

　・中之島の地域活性化に向けた自主事業の企画

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

　・知的障がい者の清掃現場就業状況

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

〇　行政の福祉化

　・就職困難者の雇用・就労支援

○　環境問題への取組み

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

・2025年大阪・関西万博の機運醸成のため、4月に「2025大
阪・関西万博に向けた未来社会デザインシンポジウム
2024」を公益社団法人2025年日本国際博覧会大阪パビリオ
ン等と共催し、「大阪ヘルスケアパビリオン」をPRした。
（再掲）

8月には大阪府・市万博推進局による「開幕250日前 EXPO
ミライ学園祭」が当会議場で開催され、9月には「2025年日
本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会委員総会」が開催
された。（再掲）

また、9月には、万博開催の2025年を期して開催される日
本初の大規模な医療機器・ヘルスケアの国際展示会「Japan
Health」のプレセミナーが、開催された。この「Japan
Health」は2026年以降も毎年開催される予定であり、当社
も協力する予定である。

このほか、1階のエレベータードアに万博のラッピングを
行うほか、１階エントランスに関西広域連合に協力して万
博ブースを展示するなど万博の機運醸成に努めている。

・光熱水費の削減を図るため、夏季の室温管理について
は、催事の内容、お客様の年齢層等に留意してきめ細かな
温度管理に努めた。

SDGs推進については、サステナビリティに関心の強い国
際会議等の主催者から選ばれる施設を目指し、新たな指針
の検討を進めている。

飲料用自販機について、CO2排出量を実質ゼロにするカー
ボンオフセット自販機にすべて移行させた。

■以下の取組みが適切に実施されたか

〇　府や公益事業への協力等

　・２０２５大阪・関西万博を見据えた会議の誘致や自主事業の企画等

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：S】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

大阪・関西万博の機運醸成に繋がる会議を
複数開催し、館内において、機運醸成に繋が
る取組みも実施された。

昨年度に引き続き、就職困難者の雇用が行
われている。引き続き、継続的な雇用の確保
に努められたい。

　地域団体との協働事業や中之島の地域活性
化に向けた自主事業に適切に取り組んでい
る。
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H31 R2 R3 R4 R5 R６ R10

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2028

指定管理提案時目標
（R6年度以降は
中期経営計画
（改定後）目標）

98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0

年度目標 98.0 98.7 98.9 98.9 98.9 98.0 -

実績 98.7 98.3 95.8 96.2 98.0 100.0 -

H31 R2 R3 R4 R5 R６ R10

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2028

回収率実績 71.0 77.2 71.5 26.6 19.9 16.8 -

A A

施設所管課の評価 評価委員会の指摘・提言
＜取組内容とその効果等＞

B
・回収率を上げるためには、調査項目を変え
るなど、現行のアンケート調査自体の見直し
をする必要があるのではないか。

・直接ヒアリングにおいて取得した定性的な
データは、今後の管理運営業務に活用いただ
きたい。また、不満の声について、どのよう
な意見があり、改善の対応をどのようにした
かは建設的。評価票への記載については、所
管課と調整してほしい。

満足度調査の目標は達成してい
るが、回収率が年々下がっている
（19.9％⇒16.8％）。昨年度の評
価でも記載したが、引き続き回収
率を上げる取組みを検討していた
だきたい。

今年度より直接ヒアリングを行
う取組みを始められたとのことだ
が、取得した声をどのように活か
しているのかについても今後報告
をお願いしたい。

・2024年度第3四半期　満足度調査
　再利用　 100.0 ％
　平　均　  92.6 ％
（「平均」…「施設」「備品」「スタッフの対
応」「再利用」にかかる満足度の平均）

（参考）
 2024年度（4月～12月）：配布583件、回答98件
 2023年度（4月～11月）：配布548件、回答107件
 2022年度：配布693件、回答185件

・満足度調査の他に、「お客様の声」として、施
設利用料100万円以上の催事主催者を対象に直接
ヒアリングを行った。（目標取得率90％）
　対象催事数233件、取得数188件（取得率84％）

評価項目
評価基準（内容）

指定管理者の自己評価

A〇　利用者満足度に係るアンケート調査等が適切に実施されたかⅡ
　
さ
ら
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
関
す
る
項
目

(1)利用者満足
度調査等

(2)その他創意
工夫

　・催事主催者等会議場利用者の再利用の意向の割合

（単位：％）

年度

再利用・・・再利用の意向について、全体の内「たいへん思う」「思う」の回答の割合

過年度評価：R3年度【指定管理者：B　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

年度

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

引き続き、環境の変化に応じた
取組みを行い、公の施設として利
用者の利便性向上に繋がる取組み
を進められたい。

○　創意工夫を持って、提案内容以外の取組みが実施されたか

・周辺地域の美化を進めるため、「美化強化
デー」を引き続き実施した。

・お客様サービスの向上のため、試行を経て8月
から、アバターによる受付を導入し、受付対応時
間を2時間延長した。（午前9時～午後4時 → 午
前9時から午後6時）（再掲）

・お客様の利便性向上を図るため、インターネッ
ト利用ができる個室ボックス（チャットボック
ス）2台を12月から5階に設置した。

・当会議場の駐車場の活用について、従来から
リーガロイヤルホテル大阪の利用者に利用いただ
いていたが、今年4月からは、中之島のにぎわい
づくりの一環として、中之島バンクスに来場され
る皆様にも当会議場をご利用いただけるようにし
た。

・また、最近、大阪市内のホテルの宿泊費や会場
費が上昇しており、催事主催者から宿泊場所・外
部の会議室の紹介を依頼される事例が増えている
ことから、ホテルNCB及びNCB会館への送客につい
て契約を締結した。（再掲）

Ⅱ
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A S

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R10

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2028

売上 2,285 2,409 2,421 2,432 2,465 2,081 2,347

営業費用 2,254 2,373 2,385 2,397 2,414 2,208 2,311

営業利益 31 36 36 35 51 ▲127 37

受取利息等 36 32 26 24 24 27 27

経常利益 67 68 62 59 75 ▲99 64

H31 R2 R3 R4 R6

2019 2020 2021 2022 4～11 通年 2024

売上 2,285 607 1,571 1,840 1,455 1,558 2,081

営業費用 2,254 1,916 1,885 2,087 1,444 2,237 2,208

営業利益 31 ▲1,309 🔺314 ▲246 11 ▲679 ▲127

受取利息等 36 22 20 22 19 27 27

経常利益 67 ▲1,287 🔺293 ▲223 30 ▲652 ▲99

H31 R2 R3 R4 R6

2019 2020 2021 2022 4～11 通年 2024

売上 2,163 952 2,603 1,928 1,402 1,519 1,706

営業費用 2,127 1,835 2,312 2,162 1,521 2,260 1,600

営業利益 36 ▲883 291 ▲233 ▲119 ▲741 106

受取利息等 36 30 28 36 18 30 40

経常利益 74 ▲852 316 ▲198 ▲101 ▲712 146

年度

　
WEBマーケティングの展開や休館期

間中の営業強化、また市場環境の好転
により、第3四半期時点において当初
計画を上回っている状況。

年度目標達成に向けて、継続して取
組みを進めていかれたい。

・2024年度第3四半期　収支実績
  売　　上　 　1,706　百万円
  営業費用　 　1,600　    〃
  営業利益　     106 　   〃
  受取利息等　    40 　   〃
  経常利益　     146 　   〃

・コストダウンの観点から、各種の保守
委託契約について、見直すべき事項がな
いかを専門家の意見を聴きながら検討を
進めた。
　エレベーター及びエスカレーターの保
守委託費については、当社から類似施設
の委託費の事例等を提示する一方、サー
ビス内容の精査を行い、結果として、
2025年度から約4％から9％のコストカッ
トが実現できることになった。

　また、2025年度から2028年度までの設
備管理業務、技術サービス業務及び清掃
業務に係る委託契約を締結するため一般
競争入札を行ったが、これまでの物価上
昇を踏まえ、15％程度の価格上昇を想定
していたが、落札価格は平均6.6％の上昇
にとどまった。

				
			

年度

Ⅲ
　
適
正
な
管
理
業
務
の
遂
行
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
及
び
財
政
基
盤
に
関
す
る
項
目

(1)収支計画の
内容、適格性
及び実現の程
度

〇　収支計画に則して適切に運営されたか

・実績                                   （百万円）

年度

・指定管理提案時目標（R6年度以降は中期経営計画（改定後）目標）　（百万円）

過年度評価：R3年度【指定管理者：S　所管課：S】
　　　　　　R4年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R5年度【指定管理者：B　所管課：B】

R5

R5

・年度当初の目標                          （百万円）

評価項目
評価基準（内容）

評価委員会の指摘・提言
＜取組内容とその効果等＞

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価Ⅲ
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A A

A A

71.3(※ A A

　

A A

配置数
（人）

5

7

9

21

10

7

12

29

A A

2)安定的な運
営が可能とな
る人的能力

3)安定的な運
営が可能とな
る財政的基盤

国際会議等誘致

〇　職員の勤務形態、勤務条件が適正に確保されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R4年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

総務管理・経営企画

全社

過年度評価：R3年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

【参考値】部門別従業員配置（R6年12月）

様々な取組みにより経費削減に努め
られた。過年度評価：R3年度【指定管理者：S　所管課：A】

　　　　　　R4年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R5年度【指定管理者：B　所管課：B】

・社員の退職に応じて、速やかに必要な
人員を採用するよう努め、1月に欠員補充
として1名を採用した。

・社員の能力向上については、催事が比
較的少ない８月に社員研修を集中的に実
施した。まず、外国人を含むお客様への
接遇能力を強化するため、全社員を対象
とした英語研修及びビジネスシミュレー
ション研修を実施した。また、最近問題
となっているカスタマーハラスメントに
対応できるよう「カスタマーハラスメン
ト研修」を実施した。
　このほか、関西生産性本部主催の女性
リーダー交流フォーラムへの派遣研修、
メンタル不調の予防のために精神科医に
よる社員向け研修を実施した。

・4月から、財務・経理事務のほか一般文
書の決裁・保存についてクラウド会計ソ
フトfreeeの運用をはじめ、業務の効率化
を図っている。（電子帳簿保存法にも対
応）。

・営業業務の電子化では、データに基づ
く営業活動を推進するため、kintoneを利
用して営業推進（CRM）システムを整備
し、5月から運用している。

・社員の事務用パソコン（管理運営シス
テム端末機）について、12月にデスク
トップ型からノート型に切り替えた。こ
れに伴い、処理速度等の機能が向上する
とともにOSが最新版になるなどセキュリ
ティが向上した。今後、パソコンの持ち
運びを想定したセキュリティソフトの導
入や運用基準の設定を行っていく。

・2024年4月から短時間正社員の就業規則
を施行し、賞与規則、チャレンジ提案表
彰規程、業績貢献表彰規程を改正施行し
た。

〇　総務、施設管理、営業等の各部門に必要な人員が適切に配置されたか

プロパー

部門

〇　職員の指導育成、研修が適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R4年度【指定管理者：A　所管課：A】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

　職員育成やメンタルヘルスに関する
研修が実施されており、業務の効率化
にも取り組んでいると認められる。

（総務企画担当部長は総務管理・経営企画に含む。派遣、委託、パートを除く。）

・職員研修を定期的に開催するなど、職員
の指導育成について、今後も継続して取り
組んでいかれたい。

〇　職員の採用、確保が適切に実施されたか

過年度評価：R3年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R4年度【指定管理者：B　所管課：B】
　　　　　　R5年度【指定管理者：A　所管課：A】

　所管課と協議のもと、人員配置が行
われている。

〇　施設運営管理者として、適切な財務状況が確保されているか

予約・催事運営

合計

総務管理・経営企画

国際会議等誘致

予約・催事運営

合計

別紙「収支実績」等のとおり。
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